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前略 

昨日から、創勝の作業員が、足場外側の養生シートの「目張り」作業を開始しました。

創勝が、目張り作業を行う事は、10/16 に馬淵建設の鈴木所長から、複数の近隣住民

が電話にて聞き出しました（録音あり：近隣全員で共有しました）。 

 

昨日に創勝の作業員が行った、養生シートと養生シートのガムテープによる目張り

は、余りにも杜撰な状況で驚愕しています。 

目張りが中途半端で、今もなお「穴だらけ」が継続し、素人が行ったのではと疑わせ

るレベルの目張りです。その状況は、交差点角の部分が透明のアクリル板のため、手

に取る様に多くの住民らが観察で、皆さん疑問に思っています。 

アスベスト除去工事における「目張り」とは、密閉状態を作ることです。 

その点に関しては、住民の質問書（８/１８付け）に対する馬淵建設からの回答書 

（９/３付け）に、「目張りを行います。養生シートの継ぎ目、開口部その他石綿粉じんの

漏出経路となる可能性のある個所をテープ等により処理し、作業区域外への粉じんの

飛散を防止します。」と明確に記載されていますが、それに反するものです。 

 

本日、「青空を渡さない会」のホームページに専門工事業者の創勝の「目張り作業」

は、余りにも杜撰でプロの仕事ではないとの記事を写真入りで載せますので、ご確認く

ださい。また、貴社のホームページ上には、「近隣住民に納得していただくまで説明し

た上で、除去作業を行う。」との記載とは余りにもかけ離れ、ホームページの記載内容

の信憑性が疑われる事案です。 

 

馬淵建設の作業所長は、昨日から、近隣住民との一切の接触を断ちました。 

アスベスト除去工事が専門外の元請け馬淵建設では解決困難なため、プロである

創勝に自主的に改善頂くことを、ここに要請します。              以上     

 

注） 本書簡は、個人情報を保護したうえで、「青空を渡さない会」のホームページ

に掲載します。また、貴殿らの今後の対応についても同様な扱いとします。 


